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一七年前の『ドイツ文化』第
53号に、このテーマのⅠとしてカフカの場合を投稿したことを思い出し、執筆の継続
に踏み切った。
カフカについては『変身』のグレーゴルと、 『審判』のヨーゼフの職業を取り上げ、作者と主人公の関係について
次のよう 論じている「カフカは作品の主人公たちとは対照的に〈職業選択の自由〉を与えられたのであった。それにもかかわらず、 〈真の職業選択 自由はなかった〉 。というのは、彼は別に〈本題〉を抱えていて、 〈この本題に比べれば、万事どうでも
四六
よかった〉からである。このような場合の進路選択にあたっても、手っ取り早く就職したいと思えば大学の法科へ進むのが常道だった。そしてその狙いどおり、法学博士の資格取得後、一年間の法律修習と、さらに一年間の民間保険会社で 臨時雇用を経て、半官半民 労働者災害保険協会にポストを得た。一九〇八年以来ここに一四年間勤務した後、依願して年金退職し の一方で、就職する数箇月前に小品集『観察』をすでに雑誌に発表し、 「本題」の活動に入っていた。その結果、カフカ 生における 業と創作という、言い換えれば実務と芸術という両面の亀裂は次第に深まった」 。
二
　
作者トーマス・マンの市民的職業
父親トーマス・ヨーハン・ハインリヒ・マンは、親譲りの〈ヨーハン・ジークムント・マン──穀類販売、仲介、
運送業〉社の社主であり、一八六四年来オランダ王国領事を務め、 後さらにリューベクの市参事会員に選出された。このマン市参事会員の二人の男児のうち、兄のハインリヒはアビトウーアの資格をとってさら 進学することを希望していたので、弟のトーマスが家業の跡継ぎ役に決められていた。ところがトーマスは学校嫌 で 小 校相当の学校である「予科ギムナジウム」の最終学年で躓 て留 し、これに次ぐ上級学校である「カタリーネウム校」の実業学科へ進学したも の ここでも第一学年と第三学年 も留年し、一八九四年の復活祭に第四学年への進級が認められたにも拘らず、同時に「一年志願兵資格証書」を得たトーマスは そこで学業を打ち切ったのである。すで三年前に父は死去していた。中学相当 学校 留年を繰り返し る跡継ぎ役に白羽の矢が立つわ もなかった 穀
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物商会は躊躇なく廃業となった。
母は下の三人の子供とともに、すでに一年前にミュンヒェンに移住していた。トーマスは一年遅れで母の下へ移
り、 「南ドイツ火災保険銀行」に無給見習社員として入社した。そこで従事した仕事内容は、 「明細書のコピー」だけで、それ以外の内職にウェイトが置かれたようだ。つまり、 「斜面机の陰に隠れて短編小説の処女作『転落』を書いて」発表し リヒァルト・デーメルに注目されるほどに成功を収めた。それで、元々その場凌ぎに取り掛かった事務職を、弁護士の口添えを借りて年内に辞職した。そして「ジャーナリストになりたい」というトーマスの志望に対してこの弁護士の同意を得てミュンヒェン大学および付属の高専の聴講生として登録してもらい、漠然としてはいるが将来の職業に役立ちそうな科目、すなわち歴史、国民経済学、芸術および文学の歴史 どの授業を受講した。受講期間は一八九四年秋学期と翌年の夏学期とである。この間に、大 演劇協会の会員 知り合い、また演劇と文学修業熱心なコーヒー店グループ 一員ともなった。
ジャーナリストになりたいというトーマスの志望は四年後の一八九八年になって実現した。トーマスはリューベク
時代からの知り合いでランゲン書房に勤めているコ フィツ・ホ ム 偶然出会った この書店は『ジンプリツィスムス』という雑誌を発行し いて、この編集部に原稿鑑査および校正係と て月給一〇〇マルクで雇用された ある。この雑誌に投稿されてくる短編 採択に当たっ 、先ずトーマスが選考したものからゲヘエプ博士が最終決定を下す段取りだった。トーマスには「この雑誌が気 入 編集に係った最初 二号に分けて、自作 短編『幸福への意志』が印刷され、若きヤーコプ・ヴァッサーマンが金貨で報酬を手渡し くれたときは ても幸せな気分だった」 。 （
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しかしながら、順調だったこのジャーナリズムの仕事もパリに亡命中の書店主アルベルト・ランゲンからの解雇通
知を受けて一年ほどで不意に辞職へ追い込まれた。だが、このころには、最初の長編小説『ブデンブローク家の人々』は完成間近であったし、ヴァーグナー、ニーチェ、ショウペンハウアーという『精神の三連星』の内的形成も進んでいた。
ランゲン書房を辞職した年は世紀転換に当 っていた。この失職 機会を一年志願兵の資格の活用に充てようと一
〇月一日にバイエルン近衛歩兵連隊に入隊した。しかし、自身の体力 兵役に耐えられるという予測は過信であり、胸部狭窄と心臓過敏の持病があったにも拘らず 軍医大尉の甘い診断をパスした結果、わずか三箇月で除隊へ追い込まれた。最後は足関節に腱鞘炎を発症し、 「営内病室を経て野戦病院に収容され そこの病床で二週間にわたり水ガラスの包帯を巻かれたまま軍務を身に着けるチャンスを逸して まった」のである。
このように、自活のための職業訓練と国民の義務として求められている兵役資格能力とをともに達成しそこなっ
た。トーマ 学業成績はほとんど「良」ばかりなのだが、体育だけは「不可」だっ 体育こ 彼が「こ までに経験した最も不快なこと」だったのである。このよう 人間に兵士養成の訓練が 能なはずがなかっ 。他方、保険会社のような一般的な業務にしてもスケールの大きな芸術家気質の人間に勤まるわけがなか ここの事務室で斜面机の陰に隠れて小説を書かざる 得なかったことはマ の芸術活動 最初の奔出だった。次 で職種がジャーナリズム志望へと絞ら 、大学での聴講期間を経るうちに数編の短編小説を書き溜めた。これらは、そのうちの代表作と目される『小男フリーデマン氏』 表題でベルリーンのフィッシャー書店から出版された。マン この処女出版を目にしたのはローマ 書店においてだった。マン兄弟 八九六年一〇月以来、 半の大分部分をローマに滞在して
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いたからである。その後ジンプリツィシムスの編集部に迎えられたのも、この出版によって彼の知名度が上がった結果であろう。
三
　『小男フリーデマン氏』
主人公の名はヨハネス・フリーデマンである。 「彼が育った切妻造りの灰色の家はどうにか中くらいの古い商業都
市にあった
」 。オランダ領事だった父親には、すでに三人の娘がいたが、長男の誕生を待てずに病死した。この父親
の職業は明記されていないものの、 「上流階級
」に属し、オランダ領事を務めていたので、まだ作者は生家の踏襲の域
を出ていない。しかし、マンには二人の妹がいたのに対して、ヨハネスには三人 姉がいる点は異なる。その三人の名前は上から順 フリーデリーケ、ヘンリエッテ、プフィッフィという。長女 長男より一七歳年長だっ が、いずれの姉も不器量の部類だ 上 それを補う程 財産もなかった である。
生後一月そこそこのヨハネスを乳母に託して母親と三人の姉が外出先から帰宅すると、赤児が着せ替え台から床へ
転げ落ちて呻いている傍 で、乳母は呆然と立ち尽くしていた。こ 乳母はビールやワインでは飽き足らず燃料用のアルコールにも手を出すアル中だったのだが 領事夫人がそ 更迭の時機を逸 たのであった。
事故二日後の医師の診断では、 「直接の危険はもう全くない。 りわけ軽い脳障害の痕跡は消失し 。……ともか
く最善を尽くしましょう」と、領事夫人を励ま 。
生後のこの転落事故によって、ヨハネスは、とくに首から上が「両肩の間に埋まったようになって」伸びない「身
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体に障碍のある者」として世を渡ることになった。七歳から世間並みに通学を始めたが、苦手なのは体操やボール投げ、そして女 子への熱中を他人に口走ることであった。一六歳のとき、同い年のある少女に想いを馳せるようになったが、その少女が、彼と知り合いの少年と仲良くしている場面を垣 見て、 「悲嘆と苦悩をもたらすだけの
」この
よう 愚行との断絶を誓った。
一七歳になると、商人の町で暮らす彼も右へ倣えで退学して「大きな材木商の徒弟」になった。この徒弟時代がど
のくらい続いたのかの記述はない 三〇歳になる前に、材木商を退職して、 「あまり働かないで済む代理店のような取引を請け負っ 」 。
ヨハネスは材木商の徒弟として恐らく一〇年ほどを過ごした後、この関連の小規模な取引業を構えたことになるで
あろう。しかし、材木業の基本となる労働については一言も触れられていない。彼の人生の具体的な描写は、それを享楽するための教養の修得である。第一に音楽会 開催を逃さぬこと、ヴァイオリン演奏の修得、内外の詩や小説新刊書を読んで文学的な教養にも熱心な、まさ 享楽主義者だった。しかし、彼が最も傾倒したのは劇場だった。彼は、 「市立劇場の二階正面の桟敷に自分の定席を持っていて、上演日 その席を空けることはなかった」 。
この辺りに描かれているヨハネスと音楽 関係は、トーマス・マンの自伝の丸写しである。マン 母親ユーリア・
ブルーンスはグランドピアノに合わせてリートを歌 て家族、特 次男のトーマスに深い感銘を与えた。一八八一年に購入され、改築されたベッカーグルーベ 豪邸の張り出し部屋は一家の音楽サロン 愛用された。さらに、リューベク市立劇場の楽長フィーリツはマン 両親と親密 関係にあり、彼がトーマスの音楽的素質を認めてヴァイオリンを習うよう勧め、彼のオーケストラのコ サートマスターであったヴィンケルマンを先生として紹介した。こ
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の後トーマスは一〇年以上にわたってレッスンを受けた。さらにまた、カタリーネウム校時代に、そのころの有名な指揮者を父とし、ヴァーグナー歌手を母とするフランツ・ズーハーという級友から芝居やオペラ、とりわけヴァーグナーについての情報を得た。そしていつごろからかは不明であるが、市立劇場のパルテルに定席を確保したのである。 「当時は若いエーミール・ゲルホイザーが市立劇場のヘルデン・テノ ルでした。その全盛期の声で彼は……そしてもっともしばしばロ エングリ ンを歌 ました」 。
ヨハネスの母親は彼が二〇歳のときに亡くなっていた。それから一〇年後の七月に、この町の軍管区司令官の更迭
があり、首都からフォン・リンリンゲ 氏が赴任 きた。彼は四〇代の中佐で、結婚して四年になるが、まだ子供はなかった。ゲルダという名の妻は二四歳で、喫煙し、乗馬を好み、町の女性の見方では 「勝手気儘 ばかりでなく不作法で どこにも女ら い魅力がない」 。しか 、これに反して新任 中佐の評判はよかった。 「折り目正しく頑健で高潔な人柄である
」 。彼は郊外に広大な別荘を借り、四人の召使いを雇い、馬五頭と四人乗り馬車および狩
猟用軽馬車を常備していること 、並外れ 資産家なのだろうと噂され
これから先は、むしろリンリンゲン夫人が主役である。この夫人とヨハネスが初めて出会ったのは、取引所での会
合からの帰途においてである。豪商のシュテ ェ スと並んで大通りを散策 ときであ 。シュテフェンスに促されてそちらを見ると彼女は二頭立て 軽馬車の御者台に乗って近づいてきた。初めて見る彼女 顔 特徴は 短いのに点在する雀斑がむしろ魅力的 筋の通った鼻である。見苦しいのは 下唇を出 たり引っ込めたりして上唇にこすり付ける癖である。
二度目の出会いは、ヨハネスによって回避された。彼が昼前の散歩から帰宅する 、女中に来客を告げられた。彼
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は接客するつもりで二階へ上がったものの、途中で考え直して引き換えし、自分の「事務室
」へ引っ込んだ。しか
し、その後、姉から中佐夫妻の訪問があったことを告げられ、二日後の返礼の訪問に同行することを強いられた。
この翌日、予期しなかった二度目の出会いが出来した。その晩は、市立劇場で「ローエングリーン」の上演があっ
た。ヨハネスの座席は一三番の桟敷席で、彼 そこへ入ると、同じ桟敷の右隣 席にはフォン・リンリンゲン夫妻がすでに着席していて、しかも彼の隣は 人だった。両人の視線が合うと、圧倒され弱気 なって目を伏せ のはヨハネスの方だった。また、夫人の手元から扇子が滑 てヨハネスの脇に落ちたとき、そ を拾い上げる に後手を取ったときは、小馬鹿にされもした。この際、両者の体が同時に屈んで触れそうになったため、 「彼女 胸から漂い出す温もった匂いを吸」わされ 若いころから警戒して胸中深く閉じ込めていた女性に対する彼の情感が彼女の挑発を受けて丸ご 手中にされてしまっ である。
帰宅すると、彼は「事務室」へ入った。事務室へ入るのはこれが二度目である。その夜は苦しみ抜いたが、額を
オーデコロンで湿らせてそ 場を凌いだ。
その翌日はフォン・リンリンゲン夫妻に儀礼として訪問を返す日だった。しかし、ヨハネスは気分がすぐれないこ
とを理由に、姉たちに訪問を任せた。しかし、一時間もすると気が急転 、魅入られたような格好で中佐夫妻の赤く塗った別荘へ駆けつけた。姉たちはすで 暇 告げた後だっ 夫人はピアノ 嗜みがあるらしく、ヨハネスのヴァイオリンに彼女がピアノで伴奏しよう いう話もあり 近日中に開催予定の小パーティ の招待を受けた。
ヨハネスはリンリンゲン夫人の虜になって自己喪失していた。彼の眼差しには「何か無感覚なもの 生気を失った
もの」が沈殿し、 「麻痺した無気力な献身とも べきもの
」が感知された。パーティの合間に夫人から庭の散策に誘
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われて、人気のない、水際に細い葦が生えている静かなベンチに腰かけて、夫人は話題を彼の弱点である障害の話に落とす。彼は降参する形で夫人の膝へ頽れたところで、無残に払いのけられ 水際に倒れたまま見捨てられ 。
ヨハネスは材木商の徒弟として一〇年余りを過ごしたはずだが、徒弟として働く場面は一度も描かれない。その
後、材木店を辞職して代理店のようなものを開業する 、その「事務所」を置くものの、そこへ入っていくのは二回だけで 就労する場面はない。
そもそも身体に障害があり、 「体操やボール投げ
」が苦手な人間に材木商の徒弟が勤まるだろうか。十分な人数の有
能な従業員を抱える社長ならいざ知れず、これから仕事 見習う徒弟に って、最初からデスクワークだけの見習いで済むわけがない。当時は未だすべての工程が機械化しているような時代ではな 。荷下ろしや荷揚げ、加工の過程において材木を肩に担ぐ重労働を省くことはできないであろう。
ヨハネスの姉たちの未婚理由として、財産が不十分なこ と、不器量なことが挙げられているが、ヨハネス自身
は、ヴァイオリンを習ったり、市立劇場に一三番の桟敷席を確保している。ここで一番問題 のは 重労働を伴う材木商の徒弟とヴァイオリンの練習との両立の困難度である。それに障害のため頭部が両肩に挟ま 首がないような体型には、ヴァイオリン演奏ははなはだ困難であるように思わ る。
この作品の中心的テーマは、障害の め体型が委縮している男性の女性コンプレクスであろう。しかし、この作者
が外観上の障害をストレートにテーマとして取り上げるとは思われな 。何か内面的な問題を外観的なもの 象徴化
（
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したのであろう。作者自身に内面的なコンプレクスがあるとすれば、学校における三度の留年である。級友に対してこのコンプレクスが意識されないはずは い。このコンプレクスが女性に対しても内面化したかどうかは、なるほど即断できない。この点で例示できるの 、まずカトヤ夫人との関係である。『小男フリーデマン氏』が出版されたのは一八九七年五月であったが、その四年後に『ブデンブローク家の人々』が、さらにその一年半後には『トーニオ・クレーゲル』が出版されてトーマ の知名度は上がり、自信もついてミュンヒェンの複数のサロンに紹介された その一つがカトヤ・プリングスハイムの両親が開催するサロンだった。この良家の主婦は、一人娘カトヤ 対するトーマス 「情熱的な慕情を妨げなかった」 、彼は一年後 は求婚し、さらにその一年後には結婚式を挙げるに至った。しかし、カトヤ・プリングスハイム 知り合ったころと、 『小男フリーデマン氏』執筆当時のトーマスの精神状態および女性観の間には大きな隔たりがあるであろう。ただし、母親のオランダ領事未亡人だけ 別格 扱いで、障害 あるわが児を見る彼女の「やさしい眼差しには哀れみも漂って
」
いたし、ヨハネスが二 歳のときに母親は病死したのだが、これは彼にとって「大きな悲しみ」で ったものの むしろ「この悲しみを味わい尽くし」 、 「初めて 強烈な経験として活用した」のである
トーマスの恋愛の対照となった女性としてカトヤ・プリングスハイム以外の名を挙げることはできない。むしろ、
同性が彼の愛の対照となった例は生涯に及んでいる ある。年代順に例示すれば、筆頭 カタリーネウ 校 の同級生アルミーン・マルタンスである 、彼は作品『トーニオ・クレーガー』のハンス ハンゼンと って記念され、「アルミーンに次ぐ二番目の男。永遠なる少年の愛
」の相手は、後にトーマスの下宿先となる高校教師の息子ヴィリラ
ム・ティンペであり、 『魔の山』でプリービスラフ・ヒッペと名を変え、同級生として主人公ハンス カストルプの
（
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夢に登場する。それから三番目は、一八九九年後半、トーマスより一歳年下の画家でありアマチュア音楽家だったパウル・エーレンベルクで、これは兄弟のうち兄（ 『略伝』の告白にある「弟」はトーマスの記憶違い）だった。そして彼の「最後の愛
」の対象は、デュッセルドルフ芸術院院長の息子クラウス・ホイザーである。一九二七年夏に、
トーマスが北フリ スラントのジュルト島でのキャンプ中にその家族と知り合って以来、数年にわたって親交が続き、 は特に息子のクラウスに好意を抱いた である。当時、トーマスが五二歳なのにクラウ は一七歳という若さだった。ただし、こ 四人に対するトーマスの慕情は、いわゆる同性愛とは断定でき い。先ず、アルミーンは同時に三人の女性と恋愛関係に入るような女の子以外 も には全く関心がなかったので、これはトーマスの片思いに終わった。アルミーン 代役となったのはヴィリラム・ティンペだったが、こちらは逆に「衆目一致の模範生
」
として近づき難い距離があっ で 一度だけ鉛筆を借りて、そ 「削り屑を……大切にして」いたのが、唯一 証拠となる接点である。
四
　『魔の山』
主人公ハンス・カストルプの父ハンス・ヘルマン・カストルプの妻は産褥中に脈管閉塞を発症して急逝し、その死
にショックを受けた父も早世 た。このショック せいで犯 た商売上のミス ためカストルプ父子商会は「甚大損失を被った
」 。父はその二年後の春に肺炎で亡くなり、孤児となったハンス・カストルプは市参事会員だった祖父
に引き取られたものの、その息子 違って頑健だったその祖父ハンス・ローレンツ・カ トルプも同じ病で亡くな
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り、いよいよ身寄りを失ったかと思われたハンスは、亡き母の叔父であるジェイムズ・ティーナッペル領事の恩顧により法定後見人を得て、彼の家に引き取ら のである。
ハンスの育った町は大きな臨海都市であり、そこでは世界貿易と裕福な生活が営まれ、彼の一族はその雰囲気を吸
い慣れていたのである。彼は、衣装、装飾品、食物、酒、煙草など生活のすべてに贅を凝らしていた。ティーナッペル領事はカストルプ家の遺産 管理し、なお残った四〇万マルクほどを安全確実な有価証券に投資して、利子が入るように仕組んであっ 。しかし、利子で暮らして行くにはその五倍の資産が必要で、これからその分を稼 で蓄積しなければならない、と領事に言われた。この励ま に応じて、職業選択に気を配っていたところ、ある晩、ハンスと領事とヴィルムス老人が加わったホイスト遊び 席で この造船会社 経営者である老人から、ハンスに造船 勉学して当社へ入社するように勧められ のであった。
ハンスは仕事を尊敬していたが、仕事は自分の健康に悪いという自覚があったの 、彼が好きなのは仕事ではなく
自由な時間であった。従って、彼の仕事に対する関係には矛盾があった。兵役 民間の仕事以上に不向きだったろう。一つの事に継続して集中するのが苦手で、朝から黒ビールを飲んだり、葉巻の煙を燻らせて無為に過ご 時間が欲しいハンスであったが、曲がり りにも工業専門学校 四学期（二年間）の後、工業大学でそれと同じ期間修学し、卒業に必要な一次試験に通り、三週間後 「トゥンダー・ウント・ヴィルムス商会」にエンジニアの実習 として入社することに った。ところが もともと緊張すると消耗 やす 体質 ハンスは 実家を出て別 二箇所で修学 、卒業試験 も無理をしたため、ドクターの目 疲労が顕著なほどだった で 気分転換 静養 兼ねて、ダヴォースの結核療養所・ベルクホーフ 半年前から入院中 傭兵にして純粋 形式的存在」である従弟ヨーアヒ
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ム・チームセンを見舞う旅の途に就いた。時代は第一次世界大戦より前のことである。故郷のハンブルクから、一八七一年に設立以来のドイツ帝国内を構成するいくつかの（四～五）国々を通ってボーデン湖畔へ出て、港（フリードリヒスハーフェン？）から船で対岸 ロールシャッハへ渡った。ここから再び鉄道でラントクヴァールトへ至り、ここで狭軌鉄道に乗換えてダヴォース・ドルフが目的の下車駅である すでに晩の八時ごろだったが、日の暮れていないプラットホーム 従弟のヨーアヒムが出迎えに来て ヨーアヒムはハンスより背は高く肩幅も広く、顔は日焼けして「ほとんど赤銅色 なっ 」おり、外見上は「若い力の象徴のごときであり、制服を着るために生まれてきた」と か思えず、ハンスが自分と一緒にすぐ山を下りるように促すと、外見上の判断は医師の診断に反するものであることが分 った。ヨーアヒ の入院はすでに半年になるの 、病状は改善せず、ベーレンス院長の最近の総合診断では、退院には「なおたっぷり半 はかかる だろう、という。ヨーアヒムは外見とは異なり、元 風邪をひいて発熱しがちだった。肺が弱かったにも拘らず、個人的な将来の夢は士官 なることだった。しかし 家族 要望により、一旦は法学コースを辿ったものの、一年半ほどで行き詰まって進路を変更し、宿願の「士官候補生に志願し、すでに採用」されていた。
ベルクホーフに滞在中、ハンスには宿泊用に三四号室が宛がわれた。右隣はヨーアヒムで、左隣はロシア人夫婦の
部屋だった。ここにはアメリカ人の女性 入室していたが、一昨日の晩、二度にわたった激 喀血後 急死 たばかりだった。院長は の急死を予測して、この部屋をハン に宛がうつもり った。従兄弟がこの部屋からレストランへ向かう途中、廊下通し 聞いたこともない激しい咳が聞こえてきた。それは オ トリア 貴族で、生まれつきのアマチュア騎手の蝕まれた胸から暴発するような激しい咳だっ 。レストランで ヨ アヒム 話題は こで（
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一番高いところにあるシャツアルプのサナトリウムからは、冬になると死体をボブスレーで下さねばならないということで、この高地（標高一六〇〇㍍）で半年暮らした者と下界から訪れた初心者とでは病や死への対応に大き ずれが生じていた。
時期は八月で、下車駅に着いたのは晩の八時だったが、割り当てられた三四号室もまだスチームが入っていなかっ
たため、寒気がしながら顔はほてるという、明らかに変調をきたしていた。レストランへ急ぎ、飲食しながら 談話中、ハンスには疲れから居眠りが出た。ここを退出して個室へ戻る途中、ホールにドクトル・クロコフスキーの姿を認めたので近寄って挨拶 た。ハンスは自己紹介した後、自分は完全に健康だ 付け加えた。すると、ドクトルの答えは、 「本当ですか？
　
そうだとしたら、あなたはきわめて研究に値する現象です。というのも、これまでわたしは
完全に健康な人間というものにまだ出会ったことがないのですか 」だった。
朝食は二回取ることができ、夕食用のレストランとは別の食堂で提供された。第三章の「朝食」の項で食事したわ
けではなく、ここでは食堂を下見しただけで、院長への新客の が念頭にあったのだが、その姿が見えないので退室しようとすると、入口でドクトル・クロコフスキーを従えて入ってくる当のベーレンス院長と衝突しそう り、一方的な注意を受けた。ヨーアヒムに紹介されたハンスに対して、ベーレンスは、 「わたしは誰でも一目で医療が必要な人かどうか分かります ……緑はなるほど生命の黄金の樹で ょうけれども、顔色として 緑はどうにもまともとは言い難い。……わたしが言った通り、あな は完全 貧血しています。…… に滞在中は、万事、従兄さんがなさっている通りに」との忠告を受け 。
この初対面の後、三〇分以内という条件つきの初めての遊歩に出て、少し離れて先行していたハンスは、先ず〈片
（
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肺クラブ〉と自称する女三人組のうちの一人ヘルミーネ・クレーフェルトに、すれ違いざま気胸を鳴らされて狼狽える。その後、また並んで歩きながら、先日亡くなった彼の病室の先住者に関連して、ヨーアヒムが院内で経験した死亡例のほどを尋ねた ころ、意外にも数例という答えだった。しかし、そのうち八週間ほど前の事例として、彼らと等質の二八号室に入っていたバルバーラ・フュスというカトリックの少女のところへ臨終の聖体が運び込まれたときのことである。ヨーアヒムも入口に参列した。そ き彼女にはまだ体力が残っていたため抵抗して悲鳴を上げたり布団 中へ這い込んだりした。ハンスはヨーアヒムの見聞について、臨終 患者 「取り乱し」 対 るベーレンス院長の警告を批判し、 「死に際の人は或る意味で神々しく…… わば神聖である
」と発言するが、これは作品の主導理
念に繋がるであろう。
この遊歩中、イタリア人で、三代にわたって文学に従事して、人文主義的教育を支持しているセテムブリーニと出
会う。同じエレヴェーターで部屋へ戻るとき、従兄弟 ちが三階で降りたの 対し、セテムブリーニは四階まで昇った。豪商出身の従兄弟と違って、文学者は金儲けとは無縁なの 、彼の病室は四階 裏側の小部屋だった。彼 病は数年来のものでなかなか全快せず、入退院を繰り返 てき 。
実際に最初の朝食を摂ったのは、この遊歩の後、さらにバルコニーの寝椅子での休養を済ませてからのことであっ
た。朝食後はドルフからプラッツ方面へ遊歩に出て ヨーアヒムが見渡せ 山名などを挙げた中に、村 墓地というのがあった。山頂へは登れないが、墓地へは訪れる機会があ であろう。遊歩から帰ってバルコニー 寝椅子で仮眠をとっていると、昼食を知らせるゴングが響いてきた。料理は質量 もに申し分のないものだった。食堂は患者同士の交流の場でもあった。この昼食 席でハンスの注意を引いた 、ガラス戸を乱暴に閉め ロシア人女性マダム・
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ショーシャと無教養な言葉使いをするシュテール夫人だった。
ハンスがバルコニーへ出ると、下の庭園にある共同の臥床は満員のようだった。そこでアルビンという名の青年
が、カルカッタで盲目の魔術師から買ったというナイフを振り回して女性患者の恐怖心を煽っていた。そのうちナイフの代わりにピストルを持ちだし、いざというときに、この「小さな異物をこの興味ある器官に適用する
」のだと
いって、銃口でこめかみを叩いたので一場の興奮は絶頂に達した。しかし、そのときどこからか低音の静止命令が流れて騒ぎは収まった。
午睡から目覚めると三時半で、お茶の時間だった。アルビン青年の「異物の適用」という話に関連して、ヨーアヒ
ムがここへ来る二箇月前に、長期療養中の学生が、総診後に近くの森の中で首 吊った事件が思い出された。この午後のお茶の時間はこの上へ到着後、まだ初めてのことだったが、これに続いたバルコニーでの静臥療法の後の夕食は二度目 もので、ようやく丸一日が経過したのであった。食堂で今回も目立った はロシア人席のマダム・ショーシャだったが、対話をした相手 客席の間を渡り歩いていたセテムブリーニだった。彼はハンスに対して、山 上の滞在はハンスにとって肉体的にも精神的 も良くなさそうな で 明日にも下山し 方が良いのではないか、 勧めた。これに異議を唱えたハンスに対し、この上 気候に慣れ 健康を回復した数例のうち昨年の一例として クナイファー嬢を話題にし 。彼女は健康を回復後も、こ 上での生活が気に入って、病院側 退院要請に応じず、わざと高熱を出して抵抗したため、病院側も 温計を操作して対抗した。する 、彼女は まだ五月で凍りかねないような湖水に浸かって正当化を謀 拘らず、この仮病策も功を奏さ かった。しか 最終結果につ て セテムブリーニも知らないという。
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この後第二夜を迎えたが、ハンスはさまざまな夢に巻き込まれた。なかでもしつこい夢はマダム・ショーシャが登
場するものだった。その一つは、学校の校庭に居合わせた彼女から鉛筆を借りようとするもので、また二つ目は、食堂に入ってきた彼女が差し出した掌に接吻するものだった。サナトリウムに到着して二週間目に入った日に、マダム・ショーシャの名前がクラウディアだということを女教師エンゲルハルトから聞き知った。クラウディアはロシア国境に近い東プロイセンのケーニヒスベルク（カリーニングラード）の出身だが、亭主は黒海とカスピ海に挟まれダーゲスタン出身の シア人行政官で、まだダヴォースを訪れたことはない。逆に妻の方が毎年しばらくの間、亭主の下へ帰宅していて、もう三度目 山帰りになる。
この上に到着二日目の夜に、ハンスは校庭でクラウディア・ショーシャから鉛筆を借りる夢を見たが、実際に一三
歳のとき学校の教室で鉛筆を借りた相手は、秘かに親愛の情を寄せていたプリビスラフ・ヒッペだった。ヒッペの姿が幻覚として現われたのは、到着七日目に初めて一人だけ 遊歩に出てシャッツアルプ寄り 渓流脇に見つけた籠り場で、後の命名では「陣取り」 ふさわしいベンチ ある場所で った。ここで鼻血が出てなかなか止ま ずベンチに横たえているうちにあの幻覚が現れたのである。鉛筆を実際 借りた相手は少年ヒ ペだったのに、それが幻覚として再現される五日前に、少年とは丸きり異なるクラウディア その身代りになっ 夢 中に登場したのである。それでは、なぜクラウディア・ショーシャ プリビスラフ・ヒッペ 身代 れ か と、先ず二人 眼が「似ている」と言っては不正確で、 「同じ眼」だったし、 「顔の上半分が広いこと、へしゃがった鼻 皮膚の赤みを帯びた白色、健康そうな頬の色」などすべての点で瓜二つだっ からであ 。
ベルクホーフの滞在に掛る経費は一週間ごとに支払う仕組みだった。一回目 一八〇フ ン、二回目は一六〇フラ
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ンで、三週目の火曜か水曜には下山する予定だった。しかし、腹立たしくも「ひどい鼻風邪」を引いて、それが婦長の目に留まり、それは風邪どころではなく、 「れっきとした気管支カタル
」だと断定されて高額の体温計を買わされ
た。検温すると、三七度六分あった。土曜日はヨーアヒムの定期診察日になっていた。前日に申し込んでお 従兄弟はそろってベーレンス 診断を受けた。その結果、ハンス 肺は二種類の異常音を発している。すなわち、癒着した患部から出る濁音 新しい患部、つまり浸潤箇所から出る雑音とである。頬のほ り バクテリアに起因する可溶性の毒素の作用なのだ。ハ 者としての資格は従兄以上のも である。こうして、ベーレンス よる車庫入りの号令がかかった。
この号令が出た午後から、早速「車庫」暮らしが始まった。ベッドに寝たままの暮らしで、外出は禁止、食事も食
堂で取るのではなく、部屋へ運ばれ きた。この先、車庫暮らしがどれ らい続くのかは未定であるが、 ばらくは帰国できない 、とりあえず滞在 延長を国元へ知らせた。しかし、この稿で問題になる 、ハンス 職業であって、造船所の実習に就 までの猶予は三週間のはずで、国元へ通知 たの 、その猶予が切れ 火曜 だっ 。なるほどこの時点では、ハンスがこの就職先を失うのかどうかはまだ不明確である。し し、そ 後、セテムブリーニとの対話から 先の国元への手紙に 見習いの件についても辞退 意向の伝達を依頼したことが分かった。単調な車庫暮らしが三週間たった朝 回診で、出庫 許可を要請 最初 三週間と同じ自由 身となった。しか 、その一週間後にはレントゲン検査があった。こ 間に、クラウディア・ショーシャは肖像画のモデル て毎日ベーレンス 私宅へ通っているという噂が耳に入ってハンス 体温 上がっ そ てレントゲン検査でも先の検診結果と違わず古い患部と新 い患部が そして「結節 ある筋繊維が気管支から肺の内奥へ達している」ことが確認さ
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た。このとき、ハンスがこの高原の療養所に着いてから七週間が経過していたのである。医師の診断では、ここでの逗留が少なく も冬に及ぶ覚悟が必要だった。緊急事態の通知先を三人いる叔父の一人ジェイムズ・ティーナッペル宛に書き送り、必要経費（一月八〇〇マルク）の為替送金を依頼した。
ベーレンスの診断とクラウディア・ショーシャに首ったけとなって、退路を失い、職業との縁が切れてしまった。
療養患者になると時間経過は一気 加速し、いつしかクリスマスが過ぎ、謝肉祭の夜会の席で、ハンスは夢の中ではなく現実に、クラウディア・ショーシャから鉛筆を借りたり、自分の「身体の熱、疲れ果てた心臓 動悸、手足 悪寒
」などはクラウディアに対する愛なのだと告白するが、この翌日、彼女はダーゲスタンへ出発してしまう。さら
に、復活祭には、セテムブリーニが同じドルフの中ではあるが院外に出て間借りする話に続いて、雪解けを機に「やけの出発や思い違いの出発が横行し
」 、療養所は寂れた状態になった。それから夏至が過ぎ、ハンスにとってあっと
いう間に丸一年が経って間もなく、ヨ アヒムも病状の好転を待ちきれず、無理やり脱出して 一〇月一日を期して第七六連隊 士官候補生として入隊したものの、一年足らずで舞い戻り、病は進行し 咽頭結核となり そ 初冬には永遠の眠りについた。
作品『魔の山』のクライマックス 第六章の「雪」 項で、これはヨー ヒムが連隊へ脱出中のこ である。ハン
スはヒッペに出会ったとき以来長い間探しあぐねていた理念が、雪中の彷徨後の昏睡状態において幻覚として現れた： 「人間は善意と愛とを失わないために、考え方の采配を死に委ねて ならない
」 。しかし、昏睡から覚めた途端
に、この理念は霧散して把握できなくなる。
ヨーアヒムが永眠したのは初冬であったが、冬至が近づくころ、ジャヴァ コーヒー園を経営していた植民地オラ
（
44）
（
45）
（
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六四
ンダ人のピーター・ペーペルコルンがクラウディア・ショーシャを伴って療養所に滞在した。 『魔の山』解釈の鍵は、この段階でハンスがクラウディアに語るセリフである。 「生に至る道は二つある。その一つは通常 真っ直ぐで、しっかりした道であり、もう一つは悪路ではあるが、死を乗り越えて生に至る」裏道である。ハンスはなるほどこの裏道を自ら 進路として積極的に選んだわけ ない ヨーアヒムをはじめとする常識人 ように短気を起こして死への崖から転落することはなかった。
この作品の最後の場面では、主人公は敵軍に奪われた陣地奪回のための青年増援隊の一員として武器を抱えて行軍
中である。トーマス・マンはこの作品の執筆を一九一三年九月に開始したが 間もなく第一次世界大戦の開戦となり、政治的、思想的な変動 受け止め うちに作品執筆は途切れがちと り、完成したのは 九二四年九月で、一一年をかけての大作となった。
五
　
結
　　　
び
『小男フリーデマン氏』の主人公ヨハネスは、一七歳のとき大きな材木商の徒弟になるが、この関連の具体的な業務については一言の描写もない。次いで三〇歳になる前に、 材木商を退職して、あまり働かないで済む代理店ような取引を請け負った。しかし これが材木関係 取引であるという指定 い。そして、この取引を営むための
「事務室」を自宅内に設けるが、ここへ入室するのは二回だけである。一回目は接客を回避して身を隠すためであり、二回目はその翌晩で、劇場でローエングリーンが上演されて 偶然 桟敷席 ゲルダ フォン・リンリンゲンと
主人公の職業

六五
隣り合わせ、彼女の体臭と視線に圧倒されて帰宅したときである。ヨハネスの仕事への唯一の言及は、商店街の大通りを別の商人と歩行中、フォン・リンリンゲン夫人と初めて出会うが、それは、取引所の会合で、ヨハネスが「ひと言」発言しての帰路だった。ヨハネスが実行した仕事は、このひと言の発言だけなのである。彼が三〇歳の誕生日を迎えたのは六月で、軍管区司令官の更迭があったのは、その翌月だった。それから商店街 の夫人との初対面までの日数は不明である。しかし、初対面から三日後には、司令官 妻の顔見世訪問を受けたのである。 妻は赴任後間もなく上流家庭の歴訪 始めたもので、こ 順番待ちは多くても数週程度であろう この来訪 翌日が観劇で、その翌日の日曜に答訪という日程だっ 。この後一週間のう 、司令官宅で 小パーティは開催された。最後にリンリンゲン夫人の膝 頽れて絶命したとき ヨハネスの年齢は、夫人の問いに彼が応えた通り、まだ三〇歳だった。
要するに、三〇歳になる少し前に材木店の従業員を辞職して始めた軽労働の代理店のような取引を開業してから長
くても一、 二年程度しか経っていない。 かも、証拠に残る仕事は会合でのひと言だけである。このひと 上流家庭の生計が立つわけもない。父親はオランダ領事だったし 家構えや家具や裏庭の様子などから判断して ま新任の管区司令官の挨拶回りを受けるだけ 上流家庭と て 未亡人と子供四 が苦労なく生活 き だけ 遺産があったのであろう。『魔の山』の主人公ハンス・カストルプは、三週間後に造船関係の「トゥンダー・ウント・ヴィルムス商会
」のエン
ジニアに実習生として入社すること 決定したところで、気分転換 静養を兼ねて、ダヴ ー のベルクホーフで療養中の従兄ヨーアヒム・チームセンを見舞った。スイスの高地にあるこの療 所では 平地で暮らしているときは潜
（
47）
六六
在している病状が顕現して発熱する。実際に、滞在予定の三週間目には風邪を引いて発熱し、院長の診断結果、単なる風邪ではなく、肺浸潤による症状だと判明し、当面の車庫入りとなったが、そのまま療養は長引いて、最も療養に忠実な患者と化した。療養所 着いて七週間が経った時点で、ハンスのエンジニアとしての将来の人生は完全に消滅した。彼は現実の時間観念から解放されて自由の身となった。この自由のためには、月々八〇〇マルクが必要だった。彼には、叔父の計ら で四〇万マルクの有価証券 あり この遺産から送金が可能という計算なのであろう。
生に至る二つの道のうち、悪路ではあるが、死を乗り越えて生に至る裏道としての「錬金術的な」模索が展開され
る。（
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